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「小金井市都市計画マスタープラン見直し案」に対する意見及び検討結果について 

 

 

意見募集期間：平成２３年１１月２５日（金）～平成２３年１２月２６日（月）まで 

意見提出 数：３名・１１件 

 

Ｎｏ． 項目（頁） 意見 意見に対する検討結果 

１－１ 全頁 

文末の表現について「進めます」、「推進します」は、そ

れぞれ「今後検討する」、「早急に検討する」と理解してよ

いか。 

文末の表現は、次のとおり整理して

います。 

「進めます」は、行政（市や都）が

今後行うこと。 

「推進します」は、行政と市民等（Ｎ

ＰＯ等を含む）との協働により今後行

うこと。 

１－２ 
３頁 土地利用 

人口・世帯 

 文末の表現について、「～土地利用転換も視野に入れた建

設計画の検討が進められています。」は、市が主体となって

いる場合は、「～土地利用転換も視野に入れた建設計画の検

討を進めています。」ではないか。 

 文末の表現について、「～減尐傾向に転じることも想定さ

れています。」は、平成３７年以降のことで断定ではなく予

想の範囲内の文面のため、「～減尐傾向に転じることも想定

されます。」の方が適切ではないか。 

 ご指摘のとおり、修正します。 
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Ｎｏ． 項目（頁） 意見 意見に対する検討結果 

１－３ 

４０頁  

武蔵小金井地域 

地域の概要 

 特定の固有名称は、行政文書としては削除すべき。 

 地域の歴史文は、簡略化してはどうか。 

 「蛇の目ミシン工場」については、

庁舎建設予定地の名称としても使わ

れており、あえて固有名称を残した文

章としています。 

 地域の歴史文については、地域の成

り立ちをお示しすることにより、現在

の地域の課題を明確にすることが出

来るとの考えから構成していますの

で、見直し案のとおりとさせていただ

きます。 

２－１ 

１４頁 

●低炭素社会の構

築 

 化石燃料の資源枯渇は、低炭素社会の構築の項目から、

削除するべき。 

 クリーンエネルギーの導入とあわせて、高効率設備(また

は省エネ機器)の導入も記述するべき。 

 化石燃料の資源枯渇は、低炭素社会

の構築と無関係とは言い切れないも

のの、当該項目は地球温暖化抑制に焦

点を置いていますので、ご指摘のとお

り削除します。 

 高効率設備等については、東京都及

び市の補助制度の活用により普及を

図るため、見直し案に「高効率設備等

の導入」を追記します。 
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Ｎｏ． 項目（頁） 意見 意見に対する検討結果 

２－２ 
１４頁 

●大気汚染の防止 

 交通手段の転換のほかに、低公害車の導入も記述するべ

き。 

 公用車等については、低公害車の導

入を進めていますが、市民が所有する

車両については、エコカー補助金など

国の施策により普及を図るものと考

えますので、見直し案のとおりとさせ

ていただきます。 

２－３ 

１７頁 

●ライフラインの

強化と確保 

 熱源のベストミックスの観点から、エネルギー源の多様

化、分散化を記述するべき。 

 東日本大震災を踏まえて、緊急時の

エネルギー源の確保について、強化が

必要と考えますので、「エネルギー源

の多様化、分散化の対応も進めます。」

と追記します。 

３－１ 
電線類の地中化

について 

広義の「無電柱化」は大きく二つに区分される。一つは、

電線類を地中に埋めることであり通常「電線類地中化」と

いわれる。もう一つは、電線類地中化以外の方法（裏配線・

軒下配線方式）で、通行人の視野から消すことである。 

よって、「電線類の地中化」の用語を「無電柱化・電線類

の地中化」とするか、あるいは国や都と同様に単に「無電

柱化」とし、その意味を別途用語解説してはいかがでしょ

うか。 

 市が行っている道路整備にあわせ

た無電柱化は、地中化が主な工法です

ので、「電線類地中化（無電柱化）」と

表現を変更します。 
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Ｎｏ． 項目（頁） 意見 意見に対する検討結果 

３－２ 
無電柱化の推進

について 

小金井市無電柱化事業策定協議会の設置を早急にお願い

したい。 

６４頁「まちづくり推進体制の充実」について、「庁内に

推進組織を設け・・実行計画を策定する」ことになってい

る。市民の意識喚起を含めて、無電柱化のメリット・デメ

リット、法制度、優先的に無電柱化を推進する区域の策定

など、行政・事業者（東電、NTT 等）・市民一体となって

円滑に取組むために、コミュニケーションとコンセンサス

を図る協議会［フォーラム、シンポジウムを含む］を設け

てリードしていただきたい。 

 ６４頁に掲げる「庁内組織・体制の

整備」について、現時点では都市計画

マスタープランの全体的な進行管理

を充実することを想定しております。 

 個別の施策の体制整備については、

必要に応じて、組織することも検討し

ます。 

３－３ 

３６、３７、６６，

６７頁 

主要な施策等に

ついて 

・取組主体の行政欄に担当課を示してほしい。 

・「誰が」、「何を」、「いつまでに」を示してほしい。 

・「主要な施策」と「その他の施策」は何を基準に分けたの

か。 

都市計画マスタープランは、まちづ

くりの方針を示すものですので、実行

計画で取り組み時期や方法等を明記

します。 

都市計画マスタープランに掲げた

施策は、現行の計画に掲げられている

施策を達成状況や社会情勢の変化に

あわせて見直し、そのなかで第４次基

本構想の重点プロジェクトに掲げる

施策を「主要な施策」としました。 
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Ｎｏ． 項目（頁） 意見 意見に対する検討結果 

３－４ 
６６頁 

景観について 

東京都が策定した景観条例に準拠して、地区ごとにルー

ルを策定するのか？明確な説明文が欲しい。 

都の定める景観基本軸に則した、景

観形成とともに、市民のご理解が得ら

れれば、地区計画等の手法も検討して

いきます。 

３－５ 

４３、５５頁 

人にやさしい環

境づくり 

・人にやさしく個性ある坂道づくりについて、「質屋坂」の

記述がないのはなぜか。 

・はけの道を都市型観光の重要な資源として取り上げてほ

しい。 

 質屋坂は石畳の舗装により、個性あ

る坂道として整備されていると認識

しています。 

 はけの道については、水とみどりの

ネットワークの形成を進めるとして

いますので、それに伴い観光資源とし

て充実するものと考えます。 

 


